
熊
野
庁
舎
落
成
記
念
行
事
の
一

環
と
し
て
、
７
月
18
日
、
熊
野
町

の
将
来
を
担
う
町
内
の
小
学
校
の

代
表
20
人
が
議
員
と
な
り
、
こ
ど

も
町
議
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
は
、
体
験
を
通
じ
て
、

議
会
や
役
場
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
い
、
ま
た
保
護
者
の
方
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

議
会
は
、
町
で
開
催
さ
れ
て
い

る
議
会
と
同
じ
よ
う
に
平
本
町
長
、

林
助
役
ほ
か
町
執
行
部
が
出
席
し
、

議
会
独
特
の
雰
囲
気
の
中
、
こ
ど

も
議
員
の
み
な
さ
ん
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
一
礼
し
て
議
場
に
入
り

ま
し
た
。

は
じ
め
に
貞
永
議
長
が
「
日
ご

ろ
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

こ
ん
な
町
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
か
ら
の
熊
野
町
を
支

え
て
い
く
の
は
み
な
さ
ん
で
す
。」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
こ
の
あ
と
第

四
小
学
校
の
刀
禰
健
太
郎
く
ん
と

武
田
亘
平
く
ん
が
臨
時
議
長
に
任

命
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
前
半
・
後
半

の
議
事
進
行
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
小
学
生
の
観

点
で
捉
え
た
ま
ち
の
問
題
点
や
将

来
像
の
ほ
か
、
学
校
生
活
関
連
の

要
望
等
に
つ
い
て
新
鮮
な
質
問
が

述
べ
ら
れ
、
約
２
時
間
に
渡
り
、

町
執
行
部
と
熱
心
な
議
論
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
今
回
出
さ
れ
た
貴
重
な

意
見
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
町
政

に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

な
お
、
今
回
行
わ
れ
た
こ
ど
も

町
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議

会
の
様
子
を
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を

作
成
し
、
各
学
校
に
配
布
し
て
教

材
の
一
つ
と
し
て
役
立
て
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
事
録
を
作
成
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

（
企
画
課
）
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▲議員に任命されました。

▲自分の意見を主張できました

▲行政に関わることができました。



今
回
は
、
近
隣
市
町
と
の
行
政

比
較
と
し
て
、
税
金
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
普
通
税
に
つ
い
て

ま
ず
普
通
税
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
に
は
、
市
町
村
民
税
（
個
人
、

法
人
）、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
市
町
村
た
ば
こ
税
、
特
別

土
地
保
有
税
が
あ
り
ま
す
。
（
下

表
参
照
）

こ
の
比
較
で
は
、

○

市
町
村
民
税
の
個
人
の
均
等

割
が
地
方
税
法
に
よ
り
、
市
町

村
の
人
口
規
模
に
応
じ
て
税
額

が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
広

島
市
が
年
額
で
千
円
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

○

資
本
金
が
１
億
円
を
超
え
る

法
人
に
対
す
る
法
人
税
割
の
税

率
は
、
広
島
市
、
府
中
町
で
制

限
税
率
で
あ
る
14.7
％
を
採
用
し

て
お
り
、
海
田
町
が
14.2
％
、
熊

野
町
、
坂
町
で
は
、
標
準
税
率

の
12.3
％
で
す
。

○

特
別
土
地
保
有
税
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
取
得
・
保
有
分
の

税
率
は
同
じ
で
す
が
、
免
税
の

範
囲
が
広
島
市
よ
り
も
４
町
の

ほ
う
が
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
軽
自
動
車
税
（
小
型
特

殊
自
動
車
の
そ
の
他
を
除
く
。）、

市
町
村
た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、

標
準
税
率
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
表
を
省
略
し
て
い
ま

す
。

●
目
的
税
に
つ
い
て

次
に
目
的
税
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
れ
に
は
、
事
業
所
税
、
都
市
計

画
税
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事
業
所
税
と
は
、
都
市
環
境
整

備
・
改
善
事
業
の
費
用
に
充
て
る

た
め
、
事
業
所
等
に
お
い
て
事
業

を
行
う
人
又
は
事
業
所
用
家
屋
の

建
築
主
に
課
す
る
税
で
、
課
税
団

体
は
政
令
指
定
都
市
等
に
限
ら
れ

ま
す
。
な
お
、
事
業
に
係
る
も
の

の
場
合
、
事
業
所
床
面
積
千
㎡
以

下
や
従
業
員
数
百
人
以
下
の
事
業

所
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
都
市
計
画
税
と
は
、
都

市
計
画
事
業
等
の
費
用
に
充
て
る

た
め
、
市
街
化
区
域
内
に
所
在
す

る
土
地
、
家
屋
の
所
有
者
に
課
す

る
税
で
す
。

事
業
所
税
の
比
較
で
は
、

○

広
島
市
の
み
課
税
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

（
企
画
課
）
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シ
リ
ー
ズ

市
町
村
合
併
⑤

地 方 税（平成12年４月１日現在）

① 普 通 税

区 分 広 島 市 熊 野 町 府 中 町 海 田 町 坂 町

個 人 の

市町村民税

均 等 割 3,000円 2,000円

所 得 割 標 準 税 率

法 人 の

市町村民税

均 等 割 標 準 税 率

所 得 割

大法人
14.7％ 12.3％

大法人
14.7％

大法人
14.2％ 12.3％小法人

12.3％
小法人
12.3％

小法人
12.3％

固 定 資 産 税 1.4％

特 別

土地保有税

土地取得分 1.4％

土地保有分 3％

免 税 点
合計面積
2,000㎡
未満

合計面積 5,000㎡未満

※表中大法人とは、資本金が１億円を超えるもので、小法人とは、それ以外のものをさします。

② 目 的 税

区 分
安芸郡

広 島 市
４ 町

事 業 所 税 な し

①事業に係るもの

資産割：

事業所床面積１㎡につき600円

従業者割：

従業者給与総額の0.25％

②新増設に係るもの

新増築事業所床面積１㎡につき

6,000円

都市計画税 な し 税額＝課税標準額×税率0.3％


